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内陸活断層周辺域の変動地形は繰り返し発生した大地震の断層累積変位により形成されるものであ
る．従って，繰り返し発生する活断層の運動により発達する構造および形成過程を明らかにするためには，活
断層の詳細分布形態や変動地形の詳細な情報が必要となる．本研究では，最近の活動性の高い糸魚川-静岡構造
線活断層系南部セグメントを構成する白州断層，下円井断層および市ノ瀬断層の周辺域をターゲットとし
て，変動地形と活断層構造との関係について研究を行った．活断層の判読と変動地形の解析は，5mメッシュの
数値標高(DEM)データから作成した地形透視マップおよび空中写真を使用した．また，その判読と解析結果を基
に野外調査を行い，活断層と活褶曲の分布図を作成した． 
地形判読および現地調査の結果，１）活断層トレースは先行研究に報告された断層トレースよりも遥かに複雑
で，湾曲した形状を示すこと，２）断層トレースは地形勾配が低いほど等高線と近い形で湾曲すること，など
が明らかになった． 
また，本研究地域で確認される変動地形を，その形状によって3つに分類することができた．一つ目は比高が高
く，上盤側への傾斜の傾きが見られない撓曲崖，二つ目は断層付近で大きく撓曲し，上盤側（西側）への逆傾
斜の地形面が見られる撓曲崖，三つ目は低い比高の褶曲崖とその上盤側に波長の長い撓曲を持つ撓曲崖であ
る．これらの撓曲崖の延長上に存在する断層露頭では，それぞれ傾斜50°前後，35°以下，水平の断層が見られ
る。これより，一つ目の撓曲崖は急傾斜の断層によって形成され，二つ目の撓曲崖は，低角の逆断層運動に
よって変位した地層が地表付近で傾斜褶曲していることが推測される．また，三つ目の撓曲崖は，地下浅部に
存在する水平な断層によって鉛直変位の少ない，上盤が水平方向に変位するような構造が発達していると考え
られる． 
以上の三つの変動地形の特性より，各撓曲崖の翼の長さLを比高Hで割った値(Fsi) (Fault scarp indexと定義
する)を出したところ，断層の傾斜が高い地域ではFsi値が小さく，傾斜が低い地域ではFsi大きい傾向が見られ
る．Fsi値の分布より，白州断層に存在する急傾斜の断層は南北走向、低角の断層は北北西-南南東走向である
ことが予想される．また，市ノ瀬台地前縁部中央付近において，Fsi値が大きい傾向が見られる．これより，台
地前縁部の断層は，台地中央部の地表付近で傾斜が低くなるような撓んだ形状であると考えられる． 
以上より，断層の傾斜が低いほど形成される比高は低く，撓曲の翼の長さは長くなり， Fsi値は大きくな
る。従って，Fsi値より，撓曲崖の形状から相対的な断層の傾斜を推定することが可能である．本研究によ
り，変動地形の特徴から活断層の性状を推定することができ，活断層の活動性評価に重要な情報を提供できる
ことが示唆される．
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